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みつばち安定確保支援事業

ミツバチ不足問題への対応策として,農林水

産省は本年度の一般補助事業予算 ｢みつばち安

定確保支援事業 (総額46,204,874円)を公募

した.2010年4月1日に,この事業の実施団

体として ｢みつばち協議会｣(事務局,日本養

蜂はちみつ協会)が設立され,応募した結果,

本事業の採択が決定された.

この事業には全休を統括する事業推進委員

会,および具体的な作業を担当する,養蜂家向

けマニュアル作成検討委員会,園芸農家向けマ

ニュアル作成検討委員会および,みつばち用新

薬検討委員会があり,各委員は,広範な分野か

ら,養蜂家,交配用ミツバチ供給企業,製薬企業,

県の関係部処職員などに加え,各自治体試験機

関,畜産草地研究所,畜産生物安全料学研究所,

名古屋大学,京都産業大学などからの研究者も

参画して構成され,玉川大学からも3名が委

員参加している.

この3作業委員会は,それぞれ 1)養蜂家

向けのミツバチ増殖マニュアルの作成,2)園

芸農家向けのミツバチ利用マニュアルの作成,

3)みつばち用動物医薬品の開発登録を目指し,

特に (1)および (2)の事業では,今回は東

海地方のイチゴ農家および養蜂家が協力して,

マニュアルに掲載する事項に関する妥当性の実

践検討を行っている.

基本的に単年度の事業ではあるが,問題が重

要であること,これまで農林水産省本予算での

養蜂関連支援事業がなかったこと,またこのよ

うな規模での産官学一体となった体制での試験

事業実施は過去に例がなかったことからから,

今後の継続にも期待が大きい.

園芸農家での試験実施を前に入念に イチゴハウス内の巣箱を遮熱材で包み,

作業内容の確認を行う関係委員 温度変化が緩和できるかどうかを確認する

ハウス内の蜂群の状態変化を追跡するため

蜂量指標となる巣坂上のミツバチの写真撮影を行う

巣箱内の温湿度環境の変化を調べるため,

温湿度の長期連続自動記録装置を入れる
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伊勢丹花々祭チャリティ

2010年 2-4月に行われた伊勢丹百貨店

花々祭で,全国の関係店舗で集められたチャリ

ティ基金 (総額8,446,200円)が玉川大学ミ

ツバチ科学研究センターに寄贈された.これを

各地でミツバチのための蜜源花粉源増殖の関連

活動に分配し,具体的な活動を進めてもらって

いる.主な分配先からは今後活動報告が寄せら

れることになっており,この事業が終了した時

点で,各地の活動報告も本誌に掲載して,紹介

していきたい.

レンゲをモチーフとした花 祭々のディスプレー

(伊勢丹新宿店)

｢三ツバチ科学｣は年2回発行に

玉川大学ミツバチ科学研究センターの機関

誌として年 4回刊行されていた本誌 ｢ミツバ

チ科学｣は,4年に近い休刊を経て今回復刊

を果たすことができた.28巻からは年 2回の

刊行で継続刊行を目指す.刊行回数が減る分,

誌面の充実を図って,読者の期待には応えて

いきたい.なお,刊行途上となっていた27巻

は,3･4号を合併号として,本号と同時の刊

行とした.次回28巻 2号は,今年度末の刊行

を予定している.記事内容などにど意見やど

要望があれば,ぜひお聞かせ願いたい.

本誌は家畜保健衛生所など関係の公的機関

へは寄贈可能であるので,寄贈先として必要

なところがあればお知らせいただきたい.

三ツバチ科学研究センター主任交代

2010年 4月より,佐々木正己教授が研究セ

ンター主任に就任した.佐々木教授は,2度目

の就任で,現在,研究センターの母組織であ

る学術研究所の所長も兼任 (農学部教授,脳

科学研究所教授も兼務)している.
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:編集後記 今号 (28巻 1号)はいくつかの意味で特別なものとなった･まず,2006年に発行された:
27巻2号の発行以来,諸般の事情で出版が滞っていたが,4年ぶりの再刊に漕ぎ着けたことを喜び

たい.その間,ミツバチ界においては2つの歴史的ともいえる大きな出来事があった.ひとつはすで

に27巻で佐々木哲彦氏による2つの紹介記事が収録されているが,2006年にセイヨウミツバチの

全ゲノムが解読されたこと,もうひとつはミツバチ不足の報が先進国を中心に世界を駆け巡り,我が

国でも授粉昆虫としてのミツバチの不足は社会問題としての扱いを受けていることである･現に本年:

も農林水産省が特別の予算措置を行って,対策が進行中 (ニュース欄参照)であるが,このようなこ:

とは過去に例がない･この話題を扱った単行本も相次いで何冊か出版されている･関連して,国際的:
な女王蜂の受給体制,農薬,外来の疾病,ダニに対する抵抗性など多くの問題が提起され 図らずも

:さきごろ名古屋でCOPIO(生物多様性条約第10回締約国会議)が開催され,本来,多様な昆虫に頼っ

:ていた農作物の授粉が,ミツバチだけに頼らざるを得ない実情･問題点がクローズアップされた形だ.
: 再刊にあたっては,玉川大学の関係者の間で,いっそweb版にしてしまおうかといった議論も出た:
:が,結局ニュース欄にもあるように,年2回の発行と形は変えることにはなったが,少なくとも当面:

:紙媒体での継続を図ることとさせていただいた.表紙の体裁も.変えることも出来たのだが,30年:

:に及ぶ歴史もあり,この点の改案は,今後に委ねることにした. :

: 今号の内容については,新しい情報を主としつつも,和田依子氏の ｢養ほう振興法｣の記事のおか:

:げで,我が国の養蜂の歴史的な側面に光りを当てることができた.ゲノム解読で研究者層の広がった:

:ことでもあり,今後より広い方々にも参画していただき,本誌がその役割を果たしていけるよう育っ:

:ていくことを願いたい.(佐 木々M) :
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